
0特 集 生 体ガス

寺集にあたって

生命活動により産生するガスは
4Blogasい

と呼ばれる。

「バイオガス」と訳す場合、嫌気性または好気性細菌に

よる有機物の分解生成物、すなわちメタンや二酸化炭素

を指すことが多く、より限定的にはバイオ燃料を意味す

る。一方、「生体ガス」と呼ぶ場合、ヒトの体内や体表

面で産生されるガスを指し、この生体ガスとしては、肺

を介して排気される呼気ガスのほか、腸内ガス、尿由来

ガス、血減ガス (酸素、重炭酸イオン)、および体表面

から発せられる皮膚ガスが挙げられる。近年の機器分析

法の発展に伴い、生体ガスの種類や量が明らかになり、

ヒトの身体的 ・生理的状態、疾病の状態、あるいは生活

環境との関連に注目が集まっている。

においで病気を知るという概念は、紀元前 ・ヒポクラ

テスの時代から存在し、最近では英国医学会誌にがんを

かぎ分ける犬がいると報告され、大きな話題になった。

生体ガスには、水素やメタンなど無臭の物質があること

から、体のにおいと必ずしも同義ではないが、血波を用

いずに、体から発せられるガスを非侵襲的に測定するこ

とが出来れば、いつでも ど こでも 誰 でも 簡 単に健

康状態を知ることができるようになり、生活習慣の改善

や疾病等の予防に役立てることが可能であろう。

生体ガスが注目されるもう一つの背景に、われわれの

未来の
い
住まい方

"が
ある。国運によれば2100年に世界の

人口は108億人に達し、その84%が 都市部に住むと予測

されている。人口が集中するメガシティでは、快適かつ

効率的な都市生活が求められ、これを支援するシステム

として住まいに設置された機器をインターネットでつな

ぐIntemet Of Things(IoT)が 重要になる。 生 体ガス

の多くは無自覚に室内空気中に放散される。この室内空

気中の生体ガスをIoTに接続されたセンサーなどで測定

し、得られたデータを自動解析できれば、本人は特別に

意識することなく日常的な健康チェックが可能となる。
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あるいは体調不真を感じる時は、得られた情報を医療機

関に転送すれば、迅速な処置を受けることも可能となる

であろう。すなわち生体ガスのビッグデータは、われわ

れの生活を大きく変える可能性を秘めている。

しかしながら、未来を語るにはまず現在の立ち位置を

正当に把握しておく必要がある。そこで本誌では特集テ

ーマを 「生体ガスと医療」とし、生体ガスに関して何が

どこまで分かっているのか、また医療現場での利用可能

性について各分野の第一人者の先生方にご執筆頂いた。

近藤孝晴先生には生体ガス (特に呼気ガス)と 各種疾

息の関係とその研究動向について総括頂き、基礎的研究

の重要性、臨床研究における課題についてご指摘頂いた。

澤野誠先生には、呼気分析に関してその研究史を俯敗し

て頂き、特定疾息に対して単一の呼気バイオマーカーに

よる医療診断は困難であり、多数の成分を分析し、探索

的 ・多変量解析の手法と組み合わせていく方法が有望で

あるとのご示唆を頂いた。瓜田純久先生には、腸管ガス

の起源や病気との関係について詳細に解説頂き、疾息の

早期発見に向けた展望をお示し頂いた。皮膚ガスは呼気

ガスや腸内ガスに比べて研究例が少なく、わが国では津

口孝雄先生 (元名古屋工業大学)力母草分け的存在である。

ここ数年、比較的簡使な方法で多成分同時測定が可能と

なり、報告例が急速に増えてきた。そこで皮膚ガスのビ

ッグデータとしての展望について関根が執筆した。梅澤

和夫先生には日々思者と向き合う臨床医学の観点から生

体ガスを用いた病態診断の可能性について総括頂いた。

生体ガス情報の活用には学際的な学知の結集を必要とす

る。本特集がそのトリガーとなることを期する。

最後に、ご多忙中にもかかわらず快くご執筆をお引き

受け頂いた諸先生方、企画 ・編集においてご支援頂いた

村上栄造先生 (朝日工業社)に 、この誌面を借りて御礼

申し上げる次第である。
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